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廃業を選択できる環境

１）実態B/S上での解散価値がプラスである。

２）簿外負債の清算も可能である。
（社員の退職給付債務・少額リース債務等）

３）代表者家族の、廃業後の生活資金が確保
出来ている。
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代表者に不測の事態が発生した場合、どうする？



一般的な企業保険の問題点

○一般の保険会社のセールスでは

決算書を見ていない。

○実態B/Sを見ていない
○簿外負債を確認していない

など

保険金額のミスマッチが多いマーケットとなっている



決算書に触れる立場のところでは・・

金融機関

○貸付に関して、団信の加入を強く勧めていない

○実態B/Sは与信上理解しているが、企業保険までアドバイスはしていない

税理士事務所

○普段、株価対策などの必要がある企業以外は、実態B/Sまでは見ていない
○リスクプランニングまで手が廻らない





実例

•《廃業を前提とした企業保険の実例》

業種：建設業 年商：１億
経営者：４５歳 ２代目 社員数：２名
経営者属性情報：妻、会社の経理。子、女の子１０歳



どれだけ利益または損失があったかということ

企業が所有している資産・負債・純資産がどのよう
に構成されているかということ

法人の保険に必要なのは、決算書ではなく財務活動の状況 4






